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 令和５年の幕開けです。この一年が都小学校の地域・学校・家庭にとって、よい年になりますよ 

う祈念し、年頭のご挨拶といたします。今年もよろしくお願い致します。 

 今年は卯年です。「うさぎ」というと、どんなイメージでしょうか。かわいいうさちゃん、ピョンピ

ョン跳ねる、少し寂しがりや、などでしょうか。今年は、うさぎ年の中でも「癸（みずのと）卯」と

いう年にあたります。「癸卯」は停滞した世の中に希望が芽吹き、花開く助走の年、という意味がある

ようです。これまで積み重ねてきた自身の力が試される年でもあるので、最後まであきらめずに希望

を持ち続けるようにしたいと思っています。 

また、今年こそコロナウイルスの感染拡大に終止符が打たれ、元の生活に戻れるようになることを

願っています。 

 

 １２月３日に都小学校創立１５０周年の記念式典を開催しました。令和３年の７月に１５０周年記

念行事に向けての話し合いが始まって、この２年間、平岡実行委員長を中心に準備を進めてまいりま

した。おかげさまで、無事この記念式典を開催することができました。 

当日は都小ＯＢである西田洸（ひかる）さんの祝賀太鼓から始まり、神谷俊一千葉市長、磯野和美

教育長よりご祝辞をいただきました。また、子どもたちからは「都小の歴史と未来」というテーマで

都小１５０周年をお祝いするメッセージをたくさんもらいました。１０年後の自分に書いたハガキを

タイムカプセルに入れ、式典の最後には６年生の応援団から「都の丘に」のエールをいただき、とて

も素晴らしいエンディングを迎えることができました。 

今年度は様々な行事に「１５０周年」という冠をつけて行ってきました。「１５０周年記念運動会」

「１５０周年いちょうまつり（お楽しみ会、秋まつり）」「１５０周年記

念芸術鑑賞会」、そして私たち教職員の中でも「１５０周年記念職員会

議」と名付けて、１５０周年に向けての気運を高めてまいりました。ま

た、６年生の「若林愛さん」が考えてくれた「みやこどり」は横断幕や

幟などに掲げられ、メインキャラクターとして活躍しました。 

どれもこれも、児童・教職員・保護者・１５０周年行事実行委員会・

地域の方々、みんなの力が合わさってできたものです。本当にご協力

ありがとうございました。心より感謝申し上げます。 

都小学校は、ＰＴＡ、後援会、子ども会、おやじの会、そして加曽利

中学校区育成員会と本当に多くの方々に支えられていると深く実感し

ました。これらのことに感謝する気持ちを忘れず、都小学校の一員で

あることにプライドを持って今後もがんばっていきたいと思います。 

本当にありがとうございました。 
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